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福井県におけるウミミズカメムシの初記録 
 

渡部晃平*1・藤野勇馬 2・野一色麻人 2 
 
要旨：福井県初記録となるウミミズカメムシを県内の複数地点の海岸より発見した． 
 

Kohei WATANABE *1,Yuuma FUJINO 2,Asato NOISHIKI 2. 2024. New distributional record of Speovelia 
maritima Esaki, 1929 (Insecta: Heteroptera: Mesoveliidae) in Fukui Prefecture, Honshu, Japan. Ciconia 
(Bulletin of Fukui Nature Conservation Center) 27:49-51.  
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ウミミズカメムシ Speovelia maritima Esaki, 1929 

は半翅目ミズカメムシ科の一種である．本科の中で
は珍しく海浜性の種で，海蝕洞，消波ブロック間，礫
浜の岩の隙間や礫間などに生息する（林 2007；林・
宮本 2018）．日本固有種で，北海道，本州，伊豆諸
島（八丈島，御蔵島，三宅島），隠岐諸島，四国，九
州，五島列島（中通島），沖縄本島，粟国島，宮古島，
石垣島，西表島，波照間島，与那国島から記録されて
いるほか（青木 1954；林・山本 2011；青柳 2017；
2020；林・宮本 2018；中村・秋山 2021；松尾・伊
藤 2023），小笠原諸島（南硫黄島）からも本種の幼
虫と思われる個体が採集されている（森ほか 2017）． 
筆者らは，福井県初記録となる本種を採集してい

るので，ここに報告する． 
最近，本種に類似するナギサミズカメムシ 

Nagisavelia hikarui Watanabe, Nakajima et Hayashi, 

2023 が日本から記載された（Watanabe et al. 2023）．
福井県で採集した成虫は，複眼が退化傾向ではない
こと，頭部の縦横比，脚や触角の棘の有無，触角が体
長よりも長いことなどにより，ウミミズカメムシと
同定した．同所的に採集された幼虫においても，体長
が大きく複眼が退化傾向ではないことが確認された
ため，ウミミズカメムシであると判断した． 

 
福井県敦賀市鞠山，1♀, 12-V-2020, 藤野勇馬 撮影；
敦賀市二村，1♀, 3-XI-2020, 藤野勇馬 撮影；坂井市
三国町崎，1♀, 1幼虫, 23-VIII-2023, 渡部晃平採集・
保管（図 1–2）；敦賀市大比田，3♂, 1♀, 15-IX-2023, 
藤野勇馬・野一色麻人 採集・1♂を野一色保管, 
2♂1♀を福井市自然史博物館保管（FCMNH-JI 
35268–35270）. 

 
  

図1–2 福井県産ウミミズカメムシ（1，成虫；2，幼虫）． 



50                 渡部晃平・藤野勇馬・野一色麻人 

敦賀市鞠山の産地は礫浜で，岩盤の割れ目に直径
20 cm 程度の石が堆積していた．岩盤が露出するま
で石を掘り進め，岩盤の表面を走り回る本種を撮影
した．この場所では同所的にナギサハネカクシ属の
一種，ウミセミゾハネカクシ属の一種，オオウスイロ
ヘソカドガイ，ハマシイノミガイ，ナギサノシタタ
リ，ナギサヒモムシなどが見られた． 
敦賀市二村（図 4）では消波ブロックの隙間で本種

の生息を確認した．隙間の底には砂の上に直径 10～
20 cm 程度の石が堆積しており，ひとつずつ石をめ
くりながら石の裏にいる本種を撮影した．この場所
では同所的にニホンハマワラジムシ，キントンイロ
カワザンショウ，ナギサノシタタリ，ナギサヒモムシ
などが見られた． 
坂井市三国町崎（図 5）は礫浜で，直径 20 cm 程

度の石が堆積していた．この石を掘り進めると堆積
した石は数 cm 程度に小さくなり，海水で湿った石

の隙間を走り回る本種を採集した． 
敦賀市大比田（図 3）では道路下の暗渠内において

本種の生息を確認した．暗渠内には上流側から淡水
の流れ込みがあるが，下流側の出口は汀線から 10 m
ほど離れており，流れ込みの下流は海面と直接的に
は接続していなかった．暗渠下流側の出口付近には
直径 10 cm 程度の石が堆積しており，この石をめく
りあげ表面をくまなく視認することで石の表面にい
る本種を採集した．この場所では同所的にノトチョ
ウチンワラジムシ，ハナビロハマワラジムシ，ヒイロ
ワラジムシ属の一種，イソカニムシ，オオウスイロヘ
ソカドガイ，キントンイロカワザンショウなどが見
られた．また，夜間の観察では本種が暗渠内の水面近
くの壁面を徘徊する様子が見られた． 
また，藤野と野一色は敦賀市横浜の礫浜や越前町

厨の消波ブロックのすき間でも本種と思われる個体
を目撃している．  

図3–5 福井県産ウミミズカメムシの生息環境（3，敦賀市大比田；4，敦賀市二村；5，坂井市三国町崎）． 
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